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一日が何事もなく過ぎることもあれば、後 ま々で記憶に残る

日もある。平成２９年７月５日は、そんな日だった。表紙の写真は、

何事もない秋の晴れた一日。（久留米市城島町　山ノ井川）

（古賀）
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【お問い合わせ】第17回川に学ぶ体験活動全国大会 in 北九州実行委員会

実行委員長　NPO法人　川塾北九州　代表理事　内村　政彦

携帯　090‒4582‒9090　18：00～20：00は連絡可能

ＮＰＯ法人川に学ぶ体験活動協議会　ＲＡＣ事務局 ＴＥＬ03‒5832‒9841

本大会は、川に関する活動を行っている全国の活動者が一堂に集まり、川との多様な係わり、川

づくり、様々な体験活動、河川防災などについて、先進的な紫川マイタウン・マイリバー整備区間・

紫川ふるさとの川整備区間で学ぶことによって、「川の力」を再認識し、「川に学ぶ社会」の実現を目

指すことの意義を北九州市（紫川）で学ぶ。また、ミズベリングの推進を図ることを目的とする。
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No.40  再び、登場！　ヤマノカミ。中国では… 
川に学ぶ体験活動全国大会 in 北九州

（紫川流域）のお知らせ

川の力、川の魅力を知る（公害の街から蘇った紫川を体験）

平成 29 年 1 0 月 1 4 日（土）～ 1 5 日（日）
メイン会場：北九州芸術劇場　中劇場

（リバーウォーク北九州６Ｆ 北九州市小倉北区室町 1‒1‒1）

［平成 29年 10月 14日（土）］

［平成 29年 10月 15日（日）］

10：00～　カヌー、Ｅボート、スタンドアップパドル、

　　　　　ボード体験12：30～　全体会　オープニングセレモニー

13：30～　基調講演　14：40～　地元活動事例発表、全国活動事例発表9：00～　分科会13：00～　分科会報告

参加費
無　料

テーマ
日　時
会　場

大会内容

大会趣旨

大会概要

第１７回川に学ぶ体験活動全国大会 in 北九州実行委員会

ＮＰＯ法人川に学ぶ体験活動協議会（通称RAC）・北九州市（申請中）

国土交通省・文部科学省・公益財団法人河川財団・公益社団法人日本河川協会

公益財団法人リバーフロント研究所・福岡県

公益財団法人タカミヤ・マリバー環境保護財団・福岡県河川協会・各企業  

主催
共催
後援

協賛

・基調講演「川の生き物の暮らしと洪水対策の調和を考えた川づくり」

日本大学理工学部土木工学科環境水理研究室 教授  安田陽一氏

・分科会（体験型 / 机上型）・交流会・プレ / アフターイベントを開催

※基調講演、分科会、プレ /アフターイベントは無料です。交流会は有料になります（事前申込が必要）

会場案内図

プレ／アフターイベント会場

全体会会場

JR小倉駅

西小倉駅

　　　川に学ぶ体験活動全国大会 in 北九州
（紫川流域）が開催されます。

第17回

［RACホームページ参照］http://www.rac.gr.jp

お申込み及び詳細情報は

GLOBALIZATION
近のグローバル化のおかげで、九州大学
水産実験所でも留学生向けの講義や野外

実習が増えてきました。日本人である私にとって
（英語力の高い教員なら話は別ですが…）、英語版
の配布資料や講義用のプレゼンテーション作成な
どには、通常の講義の 5～ 10 倍の準備期間が必
要です。90 分の座学の講義で、そうですね、2 週
間くらいは準備します。先日、香港からやってき
た短期交換留学生たちを津屋崎干潟に連れて行き
ましたが、10 時半スタートの 15 時半終了（座学
でスタート、その後、野外観察会）で、その準備
に 1ヶ月以上かけました。さらに、日本人向けと
留学生向けの決定的な違い。日本人学生向けの場
合、ある程度、カリキュラムが固定されているの
で、1 回作ってしまえば、翌年はその講義が始ま
る直前、昨年のものに最新情報を追記して利用す
ればいいんです。でも、短期留学生の場合、求め
られる内容が毎回変わりますし、留学生たちの母
国が変わることもあります。私の留学生向けの講
義の定番は、大陸と日本の川の環境、淡水魚類相、
内水面漁業の違いなどを取り上げるもので、「日
本は島国で、山が多いので、河川環境が…だから、
淡水魚は…内水面漁業は…」といったイメージで

す。でも、実はこの講義、アジア大陸の留学生向
けなんですね。日本と類似した環境を持つ国から、
あるいは水産が全く盛んでない国からの留学生だ
と、その面白みは半減します。せっかく日本に来
てくれたのに、その意義が失われてしまいます。
ですから、どこの国からの留学生なのかで、毎回、
毎回、講義内容を変えています。

て、今年も現在までに、香港、アリゾナ、
タンザニアの留学生向けに、干潟の生き

物の野外観察や、日本の河川生態系、水産業につ
いての座学の講義を行いました。各々、主役の生
き物たちを設定し、カブトガニ（日本では干潟の
絶滅危機種、大陸には食文化あり）、ティラピア（日
本では侵略的外来種、大陸では養殖）、キチヌ・
クロダイ（大抵の国で食べるが、調理法が様々）、
オイカワ（日本には食文化あり、大陸では雑魚扱
い）などを、登場させました。そして、次は北京
からの留学生。今、その次なる留学生向けの講義
資料を作成中です。そして、今回の主役は、ヤマ
ノカミ！　「ふくおかの身近な川とさかなを知ろ
う！」では再登場となります（かわ 204 号 No.9
神様！ヤマノカミ）。その時は、名前の由来から始
まり、生態・生活史の特徴、絶滅危惧種であるこ

となどを解説しました。そして、さりげなく「昔々、
中国で高級魚として食していた」ということも記
述しておりました。

ぜ、今回、このお魚を主役として取り上げ
るのか？　それは、今回の留学生、全員

が北京の大学院生であること、そして、この魚が
日本と中国大陸とのつながりを示す大陸沿岸性遺
存種だからです。みなさん、地球の長い歴史の中
で、海面が上昇したり、下降したりを繰り返して
きたことをご存知でしょうか？寒冷な氷期には海
水準（海水面）は低下し、より暖かな間氷期には
海水準が上昇しました。そして、氷期の海水準が
低かったころ、対馬海峡は陸地で、日本列島と朝
鮮半島は陸続きでした。ヤマノカミだけでなく、

ムツゴロウやエツなど、有明海特産および準特産
の魚たち、同一種もしくはその近縁種が必ず大陸
にも生息しています。現在の渤海、黄海、有明海
などの浅い海は、海水準が低かった時代はもちろ
ん陸地です。「ある時代、海岸線は、今よりはる
か沖合で、ひとつの湾を形成していた。そこに大
陸沿岸性遺存種たちが生息していた。その後の海
水準の上昇で、海岸線は後退しながら、大陸側の
大きな湾（渤海、黄海、東シナ海）と九州の有明
海に分断され、現在に至った。そして、ヤマノカ
ミたちは、大陸側と有明海に分かれて暮らすよう
になった！」といったイメージを頭に思い浮かべ
ていただければよいかと思います。

て、ヤマノカミを北京からの留学生向け
講義の主役に抜てきする理由は他にもあ

ります。WEB 上をいろいろと徘徊していたら、
中国語の面白いページに行き当たりました。もち
ろん、中国語を理解できない私。漢字の雰囲気か
らの想像にすぎませんが、「中国の四大名魚の淞
江鱸（ヤマノカミの中国語名）、2010 年ごろに完
全養殖技術が確立し、現在、高級レストランなど
で提供中。1 尾 30 ドルくらい…」って、書いてあ
るぅぅ？　ちなみに、日本のヤマノカミは、1990
年代、絶滅が危惧される状態。1993～ 1999年（私
の学生・院生時代）、野外での生息状況、生態・
生活史、危機要因などを調査しつつ、飼育管理下
で系統保存できるように水槽内繁殖や仔稚魚の飼
育も行いました。その頃は、図書館を介して紙媒
体でしか海外の情報を得ることができなかったけ
れど、もし、今のようにWEBサーチがあったら…。
四大名魚、淞江鱸の上海での養殖で、今ごろ儲かっ
ていたかも…(^_^)!!

ふくおかの身近な川とさかなを知ろう!!

再び、登場！　ヤマノカミ。中国では…
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卵保護する雄 ( 水槽内 )
かつての海岸線

ムツゴロウを探してみよう

鬼倉　徳雄
おに くら のり お

●九州大学大学院農学研究院・准教授
●日本水環境学会九州支部・評議委員
●日本魚類学会自然保護委員・学会賞選考委員
●応用生態工学会評議委員・編集委員

̶ NORIO  ONIKURA ̶

主な著書／
■生きざまの魚類学
　魚の一生を科学する（猿渡敏郎編著）
■見えない脅威 “国内外来魚”
　（日本魚類学会自然保護委員会編）
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